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第395回例会 5月31日（火）AM 7：30～8：30　オークラアクトシティホテル浜松4Ｆ平安の間
■司会：末広さくら　■点鐘：坂井 光蔵　■ロータリーソング；夢のみずうみ
■ゲスト：本日の講師・鈴木明さん

会長挨拶 幹事報告

2010-11

静岡県伊東市にある川奈ゴルフ倶楽部でゴルフをしました。この辺りでは、

名門のゴルフ場で、”ビックリ”するほど難しいコースでした。初めてのコース

の上にフェアウェイに平らな処が無いのです。腕も良くないが、スコアもそれ

以上に良くなかった。然し、キャディーさんが大変良く、お客さんの良い処を

見つけて、やたら褒める。スコアは悪かったけれど、気持良くラウンド出来ま

した。次回も此処に来る機会があれば、指名したい気持ちになりました。そこ

で私は、会社や家庭に置き換えて考えてみました。部下や家族に対して褒

める種を見つけて、今まで接してきただろうか。相手の良い処を見つけて素

直に言葉に出して伝えてきただろうか。我がクラブも同じ事が言えると思いま

す。お互い会員同士で良い処を見つけ褒め合う事が出来れば良いクラブに

なっていくのかなと思いました。

①来週６月７日の第３９６回例会は、第７分区の

藤野匡司ガバナー補佐が今年度締めくくりの

ご挨拶にお見えになります。万障お繰り合わせ

で多数のご出席をお願いします。

②本日、例会終了後８：４０～３Fメイフェアにて

理事会が開催されます。出席義務者の方は、

ご協力をお願いします。

出席

報告

81名中59名74.68%

前々回修正出席率88.61%

委員会報告

会員増強維持委員会

有川京司郎、諸星圭吾;

会員増強の為にクラブ紹介・入会

案内のパンフレットができてきました。

2部ずつお配りしましたが、事務局

には沢山ありますので、足りない方

はお申し出ください。

新会員の増強は年５回予定してお

ります。２０１２年4月28日に開催さ

れます創立１０周年記念式典に於

いて合同入会式を挙行します。

入会の意思表示をされている方に

つきましては、友リストは不要です

ので、推薦書の提出をお願いしま

す。

友リストは未勧誘でも、入ってもらい

たい方がいらっしゃいましたら提出

してください。友リストにつきまして

は、知りえる範囲内で記入していた

だければ結構です。増強委員会の

メンバーと一緒に勧誘活動をする

様になります。友リストにつきまして

は1人1枚以上の提出をお願いしま

す。是非ご協力をお願いします。

会員増強について説明する有川さん
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「目から鱗の日本語文法」
日本語ジョイントプログラムディレクター兼専任講師の鈴木明氏
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僕は湖西市の古見と言う小さな村の出身で、

そこから鷲津という所の小学校に行きました。

その時、非常に「小さい所から大きな所」行った

時の萎縮した気持ちを今も覚えています。

高校が浜松で、大学が東京、２年間の

サラリーマン生活を経て、１９７３年に渡米。

その時もやはり萎縮して、なぜか知らないけど

いつも劣等感を感じていました。

日本からアメリカに来て、一番ショックだったのは

問題定義を出された時、自分の意見を持って

いなかった事がすごく記憶に残っています。

それから、色んな事をどんな状況の時でも

色々考えて問題意識を持って、どういう風に生きていくか、どういう事をしなくてはいけないか、必死になって考え

ていた事を覚えています。アメリカでは日本に比べてある意味では自由さがあります。なんでも自分で物事を処

理していかないと何事に対しても大変です。非常に疲れます。そういう生き方をするアメリカに最近ちょっとくたび

れて来ました。

人が成長していく時、色々な「人生の分岐点」があります。私は振り返ると、東京に出たのが第一の分岐点、次が

外国に出たのが第二の分岐点、第三として私はドラムをやったことが凄く人生を豊かにしてくれた。第四として、

日本語の教師になった事が非常に僕に対して誇りを持たせてくれました。僕の人生にとって四つの分岐点があっ

た。分岐点は、ある慣れた所から、違う所に入って行く、その時必ず「不安」が出てくるんです。違う世界に入った

時に必ず比較するもの事と今の事を比較して成長していく点では非常に良かったなと思う。違いがわかってドンド

ン人間は大きくなり不安も解消していく僕は６４年間絶えず新しい事を模索して自分の人生をたどってきましたが

今、非常に満足感があります。だから変化と言うものに耐えられる強さ、それは毎日の努力の繰り返しで強い人間

になっていく、新しい事をやる勇気と毎日の努力を持って人間は大きく成長して行くと思います。

＜プロフィール＞

１９７３年に渡米 現在バージニア州のリッチモンド大学で日本語学科 学科長

鈴木先生は １９９０年から今年で２１回目のリッチモンド大学生に

日本で夏季 日本語 集中講座を浜松のフォーシーズンズ外語学院の

教室をお借りして開校しており、約２ヶ月間滞在し、生徒達は皆ホームスティを

しながら，日本での生活、文化を肌で感じながら日本語を勉強し成果を

上げております。

そして昨年、日本語の仕組みが すっきり解る「目から鱗の日本語文法」

を出版致しました。

興味のある方はお声を掛けてください。


